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【動機】         

今まで、小学校 3,5,6年生と主にトンボの生態の研究を続けてきました。今回はトンボの生態以外にも、

止水域における水質や底質などの環境を調べて、その環境に生息するトンボの種類も知りたいと思い、こ

の研究をすることにしました。 

【方法】         

 トンボの種類やその他の生息条件については、実際に現地へ行ってデータを収集することで最適な方法

が得られると考えました。水質については、簡易的に調べることができ、かつ研究に必要なデータを収集

できる水質測定キットを用いて調べました。 

【結果】         

主に以下のことが分かりました。 

・水質では、俗に“きれい”な状態になると生息するトンボの種類が増えますが、“汚い”状態にも生

息できるトンボもいました。 

・周囲の環境では広葉樹林、また、水際の植物・水草のある場所では、トンボの種類が多いことが分か

りました。 

【まとめ】         

結果から、トンボの生息条件のグループ分けができました。 

A グループ（環境にあまり影響されない） 

B グループ（人工的な開けた環境） 

C グループ（自然的な植物の生い茂る環境） 

D グループ（あまり人工的ではない開けた環境） 

E グループ（分けることが出来なかった）  

【展望】         

今回のデータは、止水域においてトンボを見分けることによりその場所の環境を知ることに用いること

ができると考えます。また、将来的に止水域の水質階級を作成したいと思っており、その際の指標生物と

しての参考データとして用いることができます。 


